
は
じ
め
に

本
論
は
、
２
０
１
０
年
代
か
ら
始
ま
っ

た
新
た
な
田
園
回
帰
の
様
相
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
２
０
２
０
年
代
に
お
い
て
求

め
ら
れ
る
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
の
必
要

性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、地
方
、

特
に
小
規
模
な
町
村
こ
そ
、
持
続
可
能
な

未
来
へ
と
先
着
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
論
じ
る
。

始
ま
っ
た
田
園
回
帰
と
縁
辺
革
命

２
０
１
４
年
、「
日
本
創
成
会
議
」
か

ら
２
０
１
０
年
ま
で
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ

を
基
に
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
の
リ
ス

ト
が
発
表
さ
れ
、
全
国
的
に
衝
撃
が
走
っ

た
。
私
の
研
究
所
で
は
、
２
年
前
、
最
新

の
２
０
１
５
年
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
２
０
１
０
年
代
前
半
に
お
け
る
地
域

人
口
の
動
向
と
今
後
の
人
口
予
測
を
実
施

し
て
み
た
。そ
の
結
果
、「
日
本
創
成
会
議
」

の
予
測
と
は
全
く
異
な
る
現
象
を
見
出
し

た
。
２
０
１
０
年
代
に
入
り
、
そ
の
多
く

が
「
消
滅
可
能
性
」
と
さ
れ
て
い
た
縁
辺

部
の
離
島
や
山
間
部
に
お
い
て
田
園
回
帰

が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
１
。

表
１
は
、
よ
り
新
し
い
２
０
１
３
年
か

ら
２
０
１
８
年
に
か
け
て
、
社
会
増
減
率

の
過
疎
指
定
市
町
村
上
位
20
を
示
し
た
も

の
だ
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
離
島
や
山
間
部

と
い
っ
た
縁
辺
性
の
高
い
小
規
模
な
町
村

と
な
っ
て
い
る
。
過
疎
指
定
の
８
１
１
市

町
村
全
体
（
２
０
１
８
年
度
時
点
）
に
お

い
て
も
、
全
体
の
６
分
の
１
、
15
・
９
％

の
１
２
９
自
治
体
が
社
会
増
（
維
持
を
含

む
）
を
達
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
縁
辺
革
命
」
と
も
呼
ぶ

べ
き
人
口
の
取
り
戻
し
が
、
縁
辺
部
の
小

規
模
町
村
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
１

９
６
０
年
代
に
過
疎
が
始
ま
っ
て
以
来
半

世
紀
以
上
無
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
大
い

な
る
注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
、
社
会
増

が
少
数
の
例
外
的
な
も
の
に
留
ま
ら
ず
、

数
十
の
町
村
で
同
時
に
起
き
て
い
る
こ
と

は
、
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
全
体
に
一
種
の

「
地
殻
変
動
」
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

１�「
地
域
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
」（
２
０
１
８
年
、

農
文
協
）
に
お
い
て
、
詳
し
い
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
別
の

市
町
村
一
覧
・
地
図
も
含
め
、
紹
介
・
解
説
し
て
い
る
。

「
規
模
の
経
済
」か
ら「
循
環
の
経
済
」

へ
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

今
や
、
こ
の
半
世
紀
以
上
続
い
て
き
た

大
規
模
・
集
中
型
の
成
長
志
向
の
文
明
は
、

明
ら
か
に
限
界
を
迎
え
て
い
る
。

１
９
６
０
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
か

ら
、「
大
規
模
・
集
中
・
専
門
化
・
遠
隔
化
」

に
基
づ
く
「
規
模
の
経
済
」
は
、
そ
れ
ま

で
の
地
方
循
環
に
重
き
を
置
い
た
「
自
給

の
経
済
」
を
押
し
つ
ぶ
し
、
21
世
紀
初
頭

に
は
大
店
法
が
改
悪
さ
れ
地
方
都
市
の
中

心
街
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
変
え
て
い
っ

た
。
そ
の
途
端
、
極
端
な
成
長
第
一
主
義

が
、
農
山
村
だ
け
で
な
く
、
次
は
団
地
、

表１　社会増減率上位20市町村
順位 都道府県 市町村名 増加率
1 鹿児島県 三島村 41.1%
2 北海道 占冠村 31.4%
3 新潟県 粟島浦村 28.7%
4 鹿児島県 十島村 27.9%
5 島根県 知夫村 25.6%
6 北海道 赤井川村 17.9%
7 沖縄県 与那国町 15.9%
8 北海道 留寿都村 14.3%
9 北海道 ニセコ町 13.1%
10 山梨県 小菅村 9.3%
11 島根県 海士町 9.0%
12 沖縄県 竹富町 8.8%
13 山梨県 早川町 7.8%
14 高知県 大川村 7.6%
15 山梨県 丹波山村 6.9%
16 高知県 檮原町 5.8%
17 沖縄県 座間味村 5.2%
18 北海道 音威子府村 5.1%
19 広島県 大崎上島町 5.0%
20 宮崎県 西米良村 4.7%

点
視

（対象：過疎指定811市町村　期間：2013年
３月～ 2018年１月）
＊�2013年の０歳から64歳人口と2018年の
５歳から69歳人口を比較し、人口の自然
減相当分を差し引き算出。

＊出典：「地域人口ビジョンをつくる」
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マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
地
域
社
会
の
「
使

い
捨
て
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
、

人
々
は
気
付
き
始
め
て
い
る
。
地
元
経
済

の
衰
退
の
み
な
ら
ず
、
無
縁
社
会
化
、
地

球
温
暖
化
に
代
表
さ
れ
る
環
境
の
限
界
、

そ
し
て
東
日
本
大
震
災
に
代
表
さ
れ
る
災

害
へ
の
脆
弱
性
と
い
っ
た
限
界
状
況
が
近

年
同
時
に
顕
わ
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

だ
。
短
期
的
に
は
効
率
的
に
見
え
た
「
大

規
模
・
集
中
」
は
、
長
い
目
で
見
る
と
、

極
め
て
大
き
な
コ
ス
ト
を
私
た
ち
の
社
会

に
課
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
代
か
ら
の

田
園
回
帰
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
全
面
的

な
持
続
性
危
機
か
ら
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
（
脱

出
）
と
言
え
よ
う
。

田
園
回
帰
は
、
単
に
「
規
模

の
経
済
」
の
限
界
か
ら
の
逃
避

で
は
な
い
。
２
０
２
０
年
代
か

ら
の
本
格
始
動
が
確
実
視
さ
れ

る
３
つ
の
革
命
、す
な
わ
ち
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」、

「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

革
命
」、「
Ｉ
ｏ
Ｔ
革
命
」
は
、

い
ず
れ
も
条
件
不
利
と
さ
れ
て

き
た
農
山
村
に
お
い
て
、
小
規

模
・
分
散
・
複
合
化
・
近
隣
循

環
に
基
づ
く
「
共
生
循
環
圏
」

の
実
現
を
促
す
強
力
な
追
い
風

と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
今

や
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
役

に
躍
り
出
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
元
々
農
山
村
に
広
範
に
存
在
す

る
も
の
で
あ
り
、
小
規
模
・
分
散
か
つ
近

隣
利
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
こ
そ
、
真
価

を
発
揮
す
る
。
そ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

盤
の
上
に
、
従
来
マ
イ
カ
ー
依
存
に
よ
り

莫
大
な
費
用
を
要
し
て
き
た
交
通
分
野
に

お
い
て
も
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
に
よ
り
自
動
運

転
や
配
送
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等
や

E
V
化
を
複
合
的
に
実
現
す
れ
ば
、
真
の

意
味
で
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
へ
と
先

着
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

冒
頭
に
紹
介
し
た
縁
辺
革
命
の
小
規
模

自
治
体
も
、
外
部
か
ら
の
「
借
り
物
」
の

豊
か
さ
で
は
な
く
、
自
前
の
資
源
に
根
ざ

し
た
新
た
な
生
態
系
、
循
環
系
を
創
り
始

め
て
い
る
地
域
に
こ
そ
人
々
は
還
り
始
め

て
い
る
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。

想
定
さ
れ
る
三
層
の
循
環
圏
レ
ベ
ル

で
は
、
こ
の
文
明
転
換
と
も
い
う
べ
き

時
代
に
お
い
て
、
今
後
、
地
域
社
会
を
ど

の
よ
う
な
形
に
再
構
築
し
て
い
く
べ
き
な

の
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
、
最
も
長
続
き
し

て
き
た
循
環
系
で
あ
る
生
き
物
の
身
体
や

生
態
系
に
そ
の
範
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
循
環
の
基
本
ユ
ニ
ッ
ト

（
単
位
）
を
つ
く
り
、
そ
こ
を
土
台
に
し

て
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
、
重
層
的
か
つ
開
放
的
な
循
環
圏
を
構

築
す
る
方
式
だ
。

人
間
も
動
植
物
も
そ
の
基
本
単
位
は

「
細
胞
」
で
あ
る
。
こ
の
「
細
胞
」
を
す

＜自給の経済＞ 
まとまり 

＜規模の経済＞ 
分断 

＜循環の経済＞ 
つながり 

年代 

時期 

国土構造 

配置 

規模 

分野 

空間連携 

基本単位 

～1959年 1960年～2010年 2011年～ 

戦後復興～ 高度経済成長～ 東日本大震災～ 

都市・農山村並立 臨海大都市集中 田園回帰 

分 散 集 中 ＋分散化 

中小規模 大規模 ＋小規模 

多様性 専門化 ＋複合化 

地方経済圏 遠隔化 ＋近隣循環 

地方都市＆地元 全国一律&ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 
郷（=共生循環圏） 
＆都市ﾊﾟｰﾄﾅｰｴﾘｱ 

 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

持続性危機 

経済原理 

施
設 施

設 

施
設 

施
設 

エネル
ギー 

循
環
自
治
区 

＝
一
次
生
活
圏 

定
住
循
環
圏 

＝
地
方
都
市
圏 

三
次
循
環
圏 

＝
地
方
ブ
ロ
ッ
ク 

小
さ
な
拠
点 

ハ
ブ
拠
点 
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点 

集落 
世帯 

小さな
拠点 

ハブ 
拠点 

ブロック
拠点 

少量多品種 
複合輸送 

多分野 
複合輸送 

専門＆高速 
輸送 

＜輸送モード＞ 

エネル
ギー 

資
源 

資
源 

資
源 

資
源 

集落 世帯 ＝「細胞」 
＝「共生圏」 

図１　経済のパラダイム転換

図２　想定される三層の循環圏の構築
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べ
て
の
土
台
と
し
て
、
循
環
系
が
重
層
的

に
創
造
さ
れ
て
い
る
。「
細
胞
」
が
組
み

合
わ
さ
れ
た
無
数
の
生
物
が
多
角
的
に
連

環
し
大
小
様
々
な
生
態
系
が
地
域
ご
と
に

形
成
さ
れ
、
そ
う
し
た
地
域
生
態
系
が
重

層
的
に
接
合
さ
れ
地
球
全
体
の
生
態
系
が

成
り
立
っ
て
い
る
。

真
の
持
続
可
能
性
と
は
、
こ
の
よ
う
な

生
態
系
の
連
鎖
の
中
に
、
無
理
が
な
い
形

で
人
間
の
活
動
を
織
り
込
ん
で
い
く
こ
と

を
意
味
す
る
。
化
石
燃
料
の
よ
う
な
「
自

然
の
元
本
」
を
取
り
崩
す
や
り
方
に
は
未

来
は
な
い
。
私
た
ち
は
、
太
陽
の
恵
み
が

も
た
ら
す
「
自
然
の
利
子
」
を
他
の
生
物

と
分
け
合
う
中
で
、
暮
ら
し
を
成
り
立
た

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
私

た
ち
の
つ
く
る
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
も
、

必
然
的
に
、
自
然
の
生
態
系
に
対
応
し
た

重
層
的
な
循
環
圏
と
な
っ
て
い
く
。

私
た
ち
の
未
来
の
循
環
型
社
会
を
支
え

る
循
環
圏
は
、
３
つ
の
階
層
で
構
成
さ
れ

る
（
図
２
）。

最
も
基
本
的
な
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
生
き

物
の
「
細
胞
」
に
相
当
す
る
も
の
を
「
循

環
自
治
区
」
と
名
付
け
よ
う
。
あ
る
い
は

も
っ
と
柔
ら
か
く
「
〇
〇
の
郷
」
と
呼
ん

で
も
よ
い
。
そ
こ
で
は
、
地
元
の
自
然
資

源
が
生
み
出
す
食
料
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
最
大
限
活
用
し
、
施
設
や
交
通
機

関
も
可
能
な
限
り
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
効
率

化
す
る
。
こ
の
「
循
環
自
治
区
」
は
、「
蹴

落
と
し
合
い
」
の
競
争
原
理
で
は
な
く
、

「
助
け
合
い
」
の
共
生
原
理
が
優
越
す
る

ゾ
ー
ン
な
の
だ
。
地
形
や
地
域
特
性
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
が
、
複
数
集
落
を

束
ね
た
レ
ベ
ル
か
ら
小
規
模
町
村
に
対
応

す
る
概
ね
３
０
０
～
３
、
０
０
０
人
程
度

の
一
次
生
活
圏
が
、こ
の
「
循
環
自
治
区
」

を
創
設
す
る
土
俵
と
な
る
。

次
に
、「
循
環
自
治
区
」
は
現
在
の
地

方
都
市
圏
レ
ベ
ル（
３
万
～
30
万
人
程
度
）

で
ま
と
ま
り
、二
次
循
環
圏
と
し
て
の「
定

住
循
環
圏
」
を
形
作
る
。「
定
住
循
環
圏
」

で
は
、
個
々
の
「
循
環
自
治
区
」
で
は
揃

わ
な
い
資
源
や
機
能
を
補
完
的
に
提
供
し

合
う
。
例
え
ば
流
域
圏
内
で
融
通
す
る
構

図
だ
。
昔
、
栄
え
て
き
た
地
方
都
市
中
心

部
の
市
場
も
そ
う
し
た
再
分
配
機
能
を
果

た
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
定
住
循
環
圏
で
す
べ
て

の
資
源
や
機
能
が
自
給
循
環
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。
よ
り
高
次
な
医
療
や
教
育
、

商
業
の
機
能
は
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
や
都
道

府
県
単
位
の
「
三
次
循
環
圏
」
で
共
同
利

用
す
る
と
共
に
、
そ
こ
か
ら
全
国
や
海
外

と
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
三
層
の
循
環
圏
ご
と
に
、
異

な
っ
た
原
理
・
機
能
・
方
式
で
働
く
拠
点

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
計
が
必
要
と
な

る
。
例
え
ば
、「
循
環
自
治
区
」に
は
、日
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
複
合
的
な
「
小
さ
な

拠
点
」
が
ミ
ニ
マ
ム
な
生
活
ニ
ー
ズ
に
応

え
、「
定
住
循
環
圏
」
と
「
三
次
循
環
圏
」

で
は
、
下
位
と
上
位
の
循
環
圏
を
つ
な
ぐ

「
ハ
ブ
拠
点
」、「
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
」
を
必

要
と
す
る
。
輸
送
の
モ
ー
ド
も
、
上
位
か

ら
下
位
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
、
専
門
性

か
ら
複
合
性
へ
と
切
り
替
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

「
循
環
自
治
区
」
＝
１
、０
０
０
人
の

村
の
お
金
の
流
れ
を
組
み
直
す

今
後
構
築
し
て
い
く
循
環
型
社
会
の
最

も
重
要
な
土
台
と
な
る
「
循
環
自
治
区
」

の
具
体
的
な
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
た
め

に
は
、
実
際
ど
の
よ
う
に
お
金
が
流
れ
て

い
る
か
を
把
握
し
て
お
か
な
い
と
、
単
な

る
理
想
論
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。そ
こ
で
、

各
分
野
の
デ
ー
タ
を
集
約
し
、
中
山
間
地

域
に
お
い
て
１
、
０
０
０
人
（
４
０
０
世

帯
）
が
居
住
す
る
村
を
想
定
し
て
、
お
金

の
流
れ
を
具
体
的
に
描
い
て
み
た
（
図

３
）。
１
人
当
た
り
２
０
０
万
強
の
平
均

所
得
を
基
に
す
る
と
、
全
体
で
20
億
円
強

の
住
民
所
得
と
な
る
。
支
出
で
大
き
い
分

野
は
、
今
や
医
療
と
介
護
費
用
と
な
っ
て

お
り
、
合
わ
せ
て
約
６
億
円
に
上
る
。
私

の
研
究
所
の
調
査
分
析
に
よ
れ
ば
、
地
域

づ
く
り
と
生
涯
現
役
型
の
農
林
漁
業
が
息

づ
い
て
い
る
小
規
模
自
治
体
ほ
ど
、
お
達

者
度
が
高
く
介
護
費
用
を
大
き
く
浮
か
せ

て
い
る
傾
向
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
１
割

の
お
達
者
度
の
改
善
は
、
６
、
０
０
０
万

円
の
介
護
費
用
削
減
と
な
る
の
だ
。
田
園

回
帰
は
、
国
民
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
介

護
や
医
療
費
の
抑
制
に
貢
献
し
得
る
。

日
々
の
生
活
を
支
え
る
出
費
の
御
三
家

は
、
食
費
・
交
通
費
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
だ
。
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そ
れ
ぞ
れ
２
億
円
以
上
が
使
わ
れ
、
合
計

で
約
８
億
円
と
所
得
額
の
３
分
の
１
以
上

を
占
め
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
出

費
の
大
部
分
が
域
外
へ
流
出
し
て
い
る
こ

と
だ
。
現
状
で
は
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

交
通
に
関
す
る
支
出
の
大
半
（
推
計
８
億

円
中
の
６
億
円
）
が
域
外
に
流
れ
出
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、今
後
30
年
の
間
に
、

合
計
１
８
０
億
円
も
の
巨
額
を
失
う
こ
と

に
な
る
。

そ
こ
で
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
は
、ま
さ
に
「
自
然
の
利
子
」

を
生
み
出
す
地
元
の
農
地
・

森
林
資
源
を
活
用
し
て
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
や
産
直
市
・

地
元
食
堂
の
創
設
、
そ
し
て

熱
電
供
給
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
と
い
っ

た
域
内
投
資
を
行
い
、
地
産

地
消
度
を
年
々
高
め
て
い
く
。

農
業
と
太
陽
光
発
電
を
同
時

に
行
う
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
も
有
望
で
あ
る
（
写
真

１
）。
１
世
代
程
度
の
長
期
的

な
損
得
勘
定
（
内
部
収
益
率

等
）
を
考
え
る
と
投
資
の
効

果
は
明
白
で
あ
り
、
域
外
流

出
額
の
減
少
と
域
内
所
得
の

向
上
を
同
時
に
も
た
ら
す
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
の
弱

点
で
あ
る
交
通
は
、
前
述
の

よ
う
に
共
同
車
両
利
用
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
や
自
動
運
転
＆
Ｅ
Ｖ
化
へ
の
投
資
を

進
め
、
大
き
く
支
出
を
減
じ
て
い
く
。
住

民
自
ら
地
域
内
で
年
金
を
投
資
し
て
、
増

や
す
時
代
な
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
循
環
シ
ス
テ
ム
の

成
功
の
カ
ギ
は
、
①
再
生
可
能
資
源
へ
の

近
接
性
、
②
分
野
を
横
断
し
た
総
合
的
設

計
、
③
長
期
的
な
投
資
と
利
益
の
共
有
を

実
現
す
る
地
域
住
民
の
合
意
形
成
の
３
つ

で
あ
る
。
地
元
の
循
環
の
核
と
し
て
全
体

最
適
を
も
た
ら
す「
小
さ
な
拠
点
」と「
地

域
経
営
会
社
」
等
の
複
合
的
な
仕
組
み
を

構
築
す
れ
ば
、
今
ま
で
条
件
不
利
地
と
さ

れ
て
き
た
縁
辺
部
の
小
規
模
町
村
こ
そ

が
、
自
然
と
住
民
に
よ
る
共
生
を
育
ん
で

き
た
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
を
活
か
し
、
持
続
可
能

な
未
来
へ
進
化
・
先
着
す
る
存
在
と
な
り

得
る
。

お
わ
り
に
～
「
小
さ
な
自
治
」
の
　

　「
銀
河
系
」
を
目
指
せ
～

従
来
の
大
規
模
・
集
中
型
あ
る
い
は

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、

地
域
ご
と
の
特
性
を
長
い
目
で
活
か
し
て

い
く
循
環
型
社
会
は
、
到
底
設
計
・
運
営

で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
自
己
決

定
権
を
取
り
戻
し
て
い
く
制
度
設
計
が
、

改
め
て
求
め
ら
れ
る
。
も
は
や「
大
合
併
」

の
時
代
で
は
な
い
。
縁
辺
の
小
規
模
自
治

体
で
人
口
の
取
り
戻
し
が
始
ま
り
、
新
た

な
持
続
可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
る
今
、「
小

さ
な
自
治
」
の
「
銀
河
系
」
を
目
指
す
時

だ
。自

律
的
な
循
環
圏
の
構
築
は
、
こ
れ
以

上
の
地
球
温
暖
化
の
防
止
の
た
め
に
、

待
っ
た
な
し
の
時
代
的
課
題
で
あ
る
。
加

え
て
、
定
期
的
な
大
規
模
地
震
や
津
波
災

害
が
不
可
避
な
わ
が
国
に
と
っ
て
、
過
度

な
集
中
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
、
長
い
目
で

見
て
最
も
有
効
な
被
害
の
低
減
策
と
な
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

私
の
研
究
所
で
は
、
２
年
前
か
ら
、
住

民
・
自
治
体
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
持
続
可
能
な
形
で
ど
れ
く
ら
い
の
人
口

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
か
と
い
う
「
21
世

紀
の
石
高
調
査
」
を
始
動
し
て
い
る
。
調

べ
る
ほ
ど
に
、
過
疎
地
域
の
食
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
の
大
き
な
底
力
が
明
ら
か
に

な
り
、
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

新
た
な
時
代
の
過
疎
対
策
は
、
そ
う
し
た

国
全
体
の
持
続
可
能
性
増
大
に
向
け
た
都

市
住
民
を
含
む
国
民
的
投
資
に
進
化
し
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。「
困
っ
て
い
る
か
ら

定
住
し
て
く
れ
。」
と
い
う
考
え
方
は
間

違
っ
て
い
る
。小
さ
な
町
村
で
あ
っ
て
も
、

「
こ
こ
に
持
続
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
一

緒
に
暮
ら
そ
う
！
」、
そ
う
胸
を
張
っ
て

呼
び
か
け
る
時
代
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
。

住 
民 

一次 
産業 

二次 
産業 

三次 
産業 

年金 
その他 

1,000人の村のお金の流れ 
(400世帯） 

販売 

調達 

所得 
23.6億 

①所得：島根県民平均所得：236万円（2012年、「県民経済計算」島根県）、②補助金：島根県A市における20地区への
支払い額から、③食費：2016年島根県邑南町瑞穂地区データより、④交通費：島根県中山間地域世帯（年収400～500
万円）平均値57,529円より、⑤エネルギー支払い額：邑南町計算データより、⑥医療費：2017年度国民健康保険データ
より、⑦介護費：2018年度邑南町データより ⑧農地面積：2010年度の全国中山間地域における1人当たり平均面積か
ら算出、⑨ 森林面積：2010年度の全国中山間地域における1人当たり平均面積から算出 

補助金 
0.1億 

石油 
etc 

介 護 

医 療 
食費2.9億 

交通2.8億 エネルギー 
2.2億 

税金 
4億 

1.9億 

 農地 

 
  森林 

資産 

産業 

小さな拠点 

域外流出 

支出 

126ha 

1,471ha 

通勤・通学 

収入 

地域経営会社 

図３　1,000人の村（＝循環自治区）におけるお金の流れ
＊�詳しい積算根拠は「小さな拠点をつくる」（2019年、農文協）５章をご参照ください。

写真１　ソーラーシェアリングの実施例
＊�山口市「阿東つばめ農園・おひさま発電所」
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